
お申込みは裏面にて！

対象：幼児～小学生と保護者

定員：各回 25 組 50 名

※どちらの講座の内容も 3/21・22 共通です

なかがわちひろさん (翻訳家・絵本作家 )
翻訳家として『ふしぎをのせたアリエル号』『すてきなあまやどり』（徳間書店）

『魔女のこねこゴブリーノ』（福音館書店）『せかいでいちばんつよい国』（三村

教育出版）など多くの訳書を手がける一方、創作絵本や童話に『のはらひめ』『きょ

うりゅうのたまご』『たこのななちゃん』（徳間書店）、『カッパのぬけがら』『し

らぎくさんのどんぐりパン』日本絵本賞読者賞を受賞した『天使のかいかた』（理

論社）、『おじいちゃんちでおとまり』（ポプラ社）などがある

対象：大人向け (小学生以上 )

定員：各回 120 名

3 月 21 日 （土 ・ 祝）

コラッセふくしま ( 福島市 )

A　13：30 ～ 15：00
B　13：30 ～ 14：30

（別室にて同時進行となります）

3 月 22 日 （日）

福島県立博物館 ( 会津若松市 )

A　10：30 ～ 12：00
B　13：30 ～ 14：30

【A】　工藤直子さん講演会

工藤直子さん（詩人）

1935 年生まれ。野原の花や動物たちの思いを

つづった詩集「のはらうた」シリーズ（童話屋）

が代表作。85 年、『ともだちは海のにおい』で

サンケイ児童出版文化賞。2004 年に巌谷小波

文芸賞。

『のはらうた』が 30 周年を迎えました！

教科書にも載っている

かまきりりゅうじ や たんぽぽはるか

   誰もが知っている野原の

   みんなのつぶやきを

   工藤さんはどうやって

   受け取るのでしょう？

言葉選びの面白さ、

小さいころ読んだ絵本、

のはらみんなのだいりにんになった

きっかけなどご本人から直接伺える貴重な機会です

『おたすけこびと』って

どれくらい小さいか、

知ってる？

   おしゃれな『プリンちゃん』

   がどんな風に

   おめかしするのか、

   見たことある？

人気の絵本作家、なかがわちひろさんによる

絵本の読みきかせと楽しいワークショップです！

なかがわちひろさん
ワークショップ

【B】

子どもたちへ＜あしたの本＞プロジェクト

子どもの本まつり in 福島
参加費
無料！



注 2 )　連絡先のご住所に通知を郵送いたします。連絡先が学校・企業・団体などの場合は必ず正式団体名をお書きください。

注1 )　楷書でわかりやすくお書きください。

申 込 方 法 ： 「参加申込書」を FAX または郵送にてお送りください

  FAX   ：03-5211-7285

  郵送先：〒101-0051　東京都千代田区神田神保町 3-12-3

      神保町スリービル 8 階 　JPIC「あしたの本」係

〆　切　　：3 月 15 日 ( 日 )　※応募者多数の場合のみ抽選となります。参加者には通知をお送りいたします

子どもたちへ＜あしたの本＞プロジェクト
「子どもの本まつり　in　福島」申込書

代表者
申込 名

〒　　 　　ー

ご希望の項目を○印で囲んでください。（複数選択可）

参加人数

TEL Fax

Mail

工藤直子さん講演会
参加ご希望の方

工藤さんの好きな詩
工藤さんへの質問

※講演会内で質疑応答の時間を設けます。尚、全ての質問、好きな詩をご紹介できるわけではありません

A　工藤直子さん　
(13：30 ～ )

B　なかがわちひろさん
(13：30 ～ )

A　工藤直子さん　
(10：30 ～ )

B　なかがわちひろさん
(13：30 ～ )

3/21( 土・祝 ) コラッセふくしま 3/22( 日 ) 福島県立博物館

主催 ： 子どもたちへ＜あしたの本＞プロジェクト　（日本国際児童図書評議会 （JBBY）、 日本出版クラブ （JPC）、 出版文化産業振興財団 （JPIC） )

共催 ： 福島県立博物館　　        　　「子どもゆめ基金」 助成活動

歳
お子様が
参加の場合 年齢

○問い合せ先：TEL　03-5211-7282　JPIC「あしたの本」係　( 平日 10：00 ～ 17：00）

連絡先


